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〈
質
月
の
メ
モ
V

　
　
▽
火
薬
類
危
害
予
防
週
間

　
　
Ψ
手
足
の
不
目
由
な
子
ど
も
を

　
　
育
て
る
運
動
（
三
＋
日
ま
で
）

　
一
日
教
育
文
化
週
問
（
～
七
日
）

　
　
・
働
く
青
少
年
の
福
祉
運
動

三
日
文
化
の
日

四
日
文
化
功
労
者
顕
彰
式

十
一
日
　
年
賀
ハ
ガ
キ
発
売

十五日

精
神
衛
生
普
及
運
動

　
　
　
　
　
（
～
二
十
一
日
）

二
十
一
日
寄
螢
藍
動

　
　
　
　
　
　
（
～
三
十
日
）

二
十
三
日
勤
労
感
謝
の
日

二
士
ハ
日
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
（
～
十
二
月
二
日
）

42年度

　
昭
和
四
士
一
奪
度
江
南
村
一
般
会
計
で
き
た
の
で
、
翌
年
度
へ
繰
越
額
七
百
四
士
犀
度
中
に
お
い
て
充
足
し
得
ら
の
基
礎
作
り
に
絶
大
な
O
麦
援
を
心
か

を
は
じ
め
、
国
保
特
別
会
計
、
南
北
簡
二
十
四
万
余
円
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
れ
な
か
っ
た
事
業
、
あ
る
い
は
計
国
漏
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

易
水
道
特
別
会
計
決
算
は
、
さ
る
九
月
し
た
。

三
十
日
招
集
の
村
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
議
会
議
員
全
体
の
極
め
て
熱
心
な
良
好
な
料
金
徴
収
成
績
を
お
さ
め
、
冗

慎
重
審
議
の
結
果
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
費
の
節
減
を
図
り
、
両
会
計
合
計
八
百
1
、
一
般
管
理
関
係

で
、
こ
こ
に
公
表
い
た
し
ま
す
。
、

昭
和
四
士
一
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
が
で
き
ま
し
た
。

に
決
算
諸
表
は
下
表
の
と
お
り
で
す
が

議
会
を
は
じ
め
各
種
機
関
、
村
内
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
の
事
業
に
つ
加
て
ぽ
き
四
士
一
犀
潭
3
、
厚
生
関
係
　
　
　
　
．
．
　
　
．
　
村
内
全
越
道
騒
難
稀
修
事
業

．
灘
㎜
麟
酬
懇
響
縣
．
嚢
難
薩
鮭
、
購
糀
鞭
．
轄
講
野
騨

　
　
　
　
　
心
般
会
計
九
百
穴
十
六
万
余
円
の
繰
越
　
享
と
と
も
に
、
今
後
毒
に
蕩
錘
誘
霧
の
播
　
　
　
窃
、
豪
萬
唇
よ
う
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
村
の
一
大
発
展
　
狂
犬
病
予
防
事
業
　
』
．
　
　
　
　
　
荒
川
堤
防
下
段
兼
用
道
路
改
良
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
グ
ラ
ブ
育
成
事
業
．
　
　
　
　
　
　
国
庫
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
建
築
事
業
　
　
，
板
芽
剋
内
療
養
所
線
特
殊
改
良
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
、
産
業
関
係
　
．
　
　
　
　
　
　
　
地
区
道
路
改
良
工
事

　
　
　
　
　
ま
た
、
南
北
簡
易
水
道
に
つ
い
て
も
　
昭
和
四
十
二
年
度
の
お
も
な
事
業
　
　
　
山
甫
水
土
地
改
農
菟
区
棄
6
・
水
轟
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
賀
広
、
小
江
川
地
内
溜
池
改
修
　
　
　
水
道
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
消
防
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
稲
病
害
虫
空
中
防
除
事
業
　
　
　
．
本
管
工
事

　
　
　
　
四
究
万
余
円
の
嚢
額
茱
す
こ
と
魏
組
合
蔑
蘂
　
　
蕩
ポ
蓄
動
農
入
　
毯
纂
病
予
防
嚢
、
7
・
警
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
基
本
台
帳
整
備
事
業
　
　
　
　
．
　
中
央
分
団
を
設
置
　
　
　
　
　
　
　
チ
、
土
木
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
更
衣
室
建
築
工
事

　
　
　
　
　
以
上
の
結
果
を
反
省
し
ま
す
と
き
、
　
　
交
通
災
害
共
済
事
業
の
促
進

鍵欝購醗蕎藻鎌虜

　　　　42年度一般会計の決算．、　（単位円）

　　歳入　　　・　　　　　歳出
1ヌ　分1収入測区　分陵出額

　6，565，’855

27，328，569

　3，919，577

10，828，991

12，742・383

　　　320，880

31，083》256

　4，485，410

21，873，058

　7・148，554

126，296，533

　
　
　
　
費

費
費
費
費
業
費
費
費
費
費

　
　
　
　
産

会
務
塞
樫
誇
嘉

議
総
民
衛
農
商
土
消
教
公

34，968，664

　1，036，000

61，668，000

　　　41，390

　1，090，875

12，477，901

　　　83，220

　9，812，344

　1，587，932

13，200，000

村　　　　　税

臨時財政交付金

地方交付税

分担金？負担金

使用料・手数料

国。県麦出金

財産収入

繰越金

諸収入

村　債

歳出合計135，966，326歳入合計
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村の財政の組みたて

　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　　の．
　　　　　　　　　　　育　　　　　　　　　体　　　　　騒五　　　　煮　堕1ご

潜
羅講
』

体
育
の
日
の
十
月
十
日
、
秋

晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
第

四
回
村
民
体
育
祭
が
、
江
南
中

学
校
校
庭
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒

を
は
じ
め
大
ぜ
い
の
村
の
か
た

が
た
が
参
加
さ
れ
へ
極
め
て
盛

大
で
、
大
い
に
心
身
の
健
全
と

相
互
の
親
睦
に
役
立
っ
た
こ
と

ど
存
じ
ま
す
。

みなさんの村税負担額

商工費0．3％’

【
写
真
は
、
玉
入
れ
競
争
に

は
り
き
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
】

土木費

24．6％

　
　
　
　
　
　
出

％
民
簑
　
　
　
，
歳

．
魁
鶏
致

　
請
　
郷

　
議
会
鑑
％

　
　
費
」
　
晩

　
　
債
5
讐
敏

　
　
公
　
　
望

　
　
　
　
生

　
　
　
　
衛

鎌
藪

費
％
務
湿

総
2
1

　
　
劉
育
捻
譜

　
　
小
学
校
費

　
ノ
タ

　
　
　
潮

費業
％
産
1
水
色
林
－

農

碁藁、、

地方交付税

財政交付金

　46．2％

その他2．0％

論艶
　　　9．2％

村債9．7％

　　　　　　　歳入

9　10千円78345621

税 5，995円

9，207円

村　民
1，200円

固定資産税

3，798円

1，843円

軽自動車税 1，586円

317円

たばこ消費税

760円

1，846円

囮一世帯当1漁担額
　　　　　22，430円

電気ガス税

369円
［コ　　ー入当り負担額
　　　　　4，489円

　一世帯当りの経費

1234567891011121414151617181920千

北本部に最新式
　　　　消防自 車

灘
灘
纏

の
動
・
囎

9、月16日最新式の消防ポンプ自動誰を購入・中
学校プールで放水試験を行なったのち北本部に
配車されこれから活躍することになりました。
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層
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墨
旧
冒
・
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『
『
三
田
層
『
一
ξ
三
…
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冒
盛
【
三
＝
…
一
田
星
贋
帰
三
≡
一
＝
7
醒
－
一
…
…
嘗
邑
署
昌
隅
＝
冒

　
予
算
総
額
嗣
億
四
千
六
百
余
円
に

　
　
　
　
　
　
ー
農
業
費
と
土
木
費
に
重
点
－

昭
和
四
士
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
教
育
関
係
費
四
十
一
万
円
な
ど
で
、
弼

算
（
第
四
号
）
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
源
と
し
て
村
税
、
地
方
交
付
税
、
県
補

ぞ
れ
五
百
七
十
五
万
三
千
円
を
追
加
し
助
金
、
寄
附
金
な
ど
が
あ
て
ら
れ
ま
し

予
算
総
額
は
一
億
四
ま
ハ
百
四
十
六
万
た
。
、

円
と
な
り
ま
し
た
。

魏
薯
組
　
教
育
委
員

蕪
馨
霧
選
．
附
鳴
氏
を
再
任

十
九
万
円
、
道
路
維
持
修
繕
費
百
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
び
教
育
委
員
関
口
秀
文
氏
お

固
定
資
産
評
価
　
　
よ
び
露
教
育
長
の
任
羅
了
に
ょ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
選
が
行
な
わ
れ
、
九
月
三
十
日
開
催

審
査
委
員
の
選
任
の
村
議
会
の
同
意
葎
て
両
氏
が
葎

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
選
任
さ
さ
れ
、
十
月
一
日
付
け
発
令
に
な
り
ま

れ
て
い
る
一
号
委
員
、
新
井
才
吉
氏
の
し
た
。

任
期
満
了
に
よ
る
改
選
が
行
な
わ
れ
、

九
月
三
十
日
開
催
の
村
議
会
の
同
意
を

得
て
、
つ
ぎ
の
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
南
村
大
字
三
本
九
四
八
番
地

　
　
　
　
　
柴
田
賢
次
郎
氏

　　4，212円

　　　　　　　　　　　　　　　　　17，530円

2，514円

　　　　　6，946円

　　　　　　　　　　　　　　　　　19，938円

12，395円

1，309円

議　会　費

総　務　費

毘　生　費

衛　生　費

農業（一農家）

商工（一業者）

土　木　費

消　防　費

小学孕一人

中学生一人

幼稚園児一入

その他教育

公　債

2，877円

　　　　　　　　　　11，914円

　　　　　　　　　10，574rI∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　20，628円

費i

　　　　　　　　　　　　　　　1’葛卍負担

2，723旧
　　　　　　　　　　一世帯当り81，011円
　　4，585rll　　村民一人当1，・16・213円

　
教
育
向
上
の
た

　
め
に
と
寄
附
金

さ
る
八
月
、
江
南
中
学
校
の
教
育
向

上
の
た
め
に
役
だ
て
て
く
だ
さ
い
と
、

大
字
野
原
の
神
谷
栄
氏
が
＋
方
円
を
、

ま
た
、
九
月
に
は
村
の
教
育
向
上
の
た

め
に
役
だ
て
て
く
だ
さ
い
と
、
成
沢
の

関
口
久
平
氏
が
十
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
明
治
百
年

　
　
、
記
念
式
典

明
治
百
年
を
記
念
し
て
、
江
南
村
で

は
次
の
と
お
り
式
典
を
行
な
い
ま
す
。

期
日
　
十
一
月
二
十
三
日

場
所
　
江
南
中
学
校
体
育
館
一

纂
養
漿
び
勢
者
糞
，

　
　
記
念
講
演

バ
イ
ク
の

月
割
課
税
廃
止

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
、

今
ま
で
月
割
り
課
税
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
軽
自
動
車
税
の
う
ち
、
バ
イ
ク
（
一

二
五
C
C
以
下
の
も
の
）
と
農
耕
用
小

型
特
殊
自
動
車
の
月
割
り
課
税
の
方
法

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
（
他
の
種
類

は
従
前
ど
お
り
で
す
）

　
し
た
が
っ
て
、
軽
自
動
直
税
の
斌
課

期
日
で
あ
る
四
月
一
日
以
後
に
登
録
し

た
場
合
は
、
翌
年
の
三
月
ま
で
課
税
さ

－
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
反
対
に
、
四
月
二
日
以
後
に
廃

車
し
た
場
合
も
、
月
割
り
課
税
の
扱
い

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
全
額
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成
人
式
に
は
－

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

両
氏
の
ご
厚
意
を
心
か
ら
感
謝
申
し
㎜
だ
ん
着
で
は
出
席
も
で
き
な
い
と
渡

上
げ
ま
す
。

退
職
報
償
金

引
き
上
げ
ら
れ
る
㎜
お
か
れ
、
み
ん
な
が
気
薯
よ
く
猛

江
南
村
消
防
団
員
で
、
十
五
年
以
上
㎜
で
き
る
よ
う
互
い
に
自
粛
さ
れ
、
成
入

勤
続
し
た
か
た
の
退
職
報
償
金
が
、
い
㎜
式
を
意
義
あ
ら
し
め
た
い
も
の
で
す

ま
ま
で
よ
り
も
五
千
円
か
ら
一
万
五
千
㎜
　
な
お
、
今
度
の
成
人
式
に
は
フ
ォ
．
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

円
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
㎜
ク
ダ
ン
ス
を
組
み
入
れ
る
よ
う
考
え
て

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
士
一
犀
四
月
㎜
い
ま
す
。

一
日
以
後
に
退
職
し
た
方
に
適
用
さ
れ
㎜
　
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
る
く
ふ
う
を
レ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
ま
し
ょ
う
。

㎜
　
成
人
式
と
い
う
こ
と
ば
が
で
る
と
、

㎜
す
ぐ
思
い
だ
す
の
が
女
性
の
訪
問
着
で

㎜
す
。
一
生
に
一
度
の
成
人
式
で
あ
り
、

㎜
お
と
な
に
な
つ
た
記
念
す
べ
き
式
典
で

㎜
あ
り
ま
す
の
で
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

㎜
親
た
ち
も
立
派
な
晴
着
を
着
せ
た
い
の

㎜
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

㎜
　
し
か
し
な
が
ら
大
ぜ
い
の
中
に
は
、

㎜
こ
の
晴
着
の
都
合
が
つ
か
ず
、
一
人
ふ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

㎜
を
の
ん
で
欠
席
す
る
人
の
あ
る
こ
と
を
’

㎜
考
え
て
く
だ
さ
い
。

㎜
　
「
も
し
そ
の
一
人
が
自
分
で
あ
っ
泥

㎜
ら
」
と
思
い
を
そ
の
人
の
身
の
う
え
に

喰
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（2）第・50号んな匂
つこ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
猟
は
日
曜
・
祭
日
に

禰
齢
　
ー
猟
銃
の
事
故
に
気
を
つ
け
よ
う
裟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

十
一
月
一
日
狩
猟
解
禁
、
各
地
か
ら
が
多
く
繁
殖
し
、
農
年
物
に
多
大
の
被
定
し
、
日
曜
、
祭
日
に
人
数
を
制
限
む

豊
猟
の
た
よ
り
が
き
か
れ
ま
す
。
　
　
害
が
出
て
お
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
て
狩
猟
さ
せ
る
こ
と
に
な
妙
ま
し
た
。

　
江
南
村
は
十
数
年
の
間
鳥
獣
保
護
区
保
護
区
を
解
除
す
る
よ
う
に
陳
情
等
さ
　
　
猟
区
の
設
定
区
域
は
、
県
道
熊
谷
ー

を
設
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
害
鳥
れ
ま
し
た
の
で
、
本
年
ら
か
猟
区
を
設
富
田
線
（
熊
谷
か
ら
本
畠
に
通
ず
る
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
）
の
南
側
で
、
道
路
の
北
側
は
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
域
で
す
か
ら
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
猟
区
の
中
で
も
学
校
、
役
場

プ
纏
↓

猟区解禁に先がけキジ100羽を放鳥

　
　
稚
蚕
共
同
飼
育
所
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
春
蚕
か
ら
飼
育

　
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
昭
和
四
　
　
稚
蚕
共
同
飼
育
所
も
こ
の
方
向
に
そ

十五

年
に
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
小
原

稚
蚕
共
同
飼
育
所
を
、
都
合
に
よ
り
本
拡
大
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

年
度
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
・

　
養
蚕
は
従
来
よ
り
、
手
が
か
か
り
、
　
　
村
で
も
こ
の
飼
育
所
を
小
原
農
協
前

　
で
す
の
で
、
狩
猟
者
は
楽
し
み
に
し
て

　
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
『
そ
こ
で
猟
銃
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

．
．
p
つ
ぎ
の
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
、
猟
銃
等

　
に
よ
る
事
件
や
專
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

　
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
猟
箋
纂
所
持
し
ホ
つ
と

　
ず
る
ど
青
は
必
ず
、
県
公
安
委
員
会

　
の
斯
持
許
可
を
受
け
る
。
．

▼
各
．
を
装
て
ん
レ
た
ま
ま
銃
を
持

　
ち
歩
か
な
い
。

大
沼
公
園
の
附
近
は
狩
猟
禁
止
区
域
と

な
っ
て
お
り
、
民
家
の
密
集
地
帯
や
家

から

五
十
メ
τ
ト
ル
以
内
で
も
発
射
で

、
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
江
南
村
は
全
国
で
も
有
名
な
養
鴉
地

　
猟
場
で
は
前
方
に
人
影
な
ど
が
な

　
い
か
よ
く
確
認
し
て
か
ら
発
射
す
る

　
狩
猟
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
銃
か

　
ら
必
ず
タ
マ
を
ぬ
き
、
銃
は
子
ど
も

　
の
手
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
に
お
く
。

　
対
に
人
畜
に
向
け
な
い
。

▼▼▼
　
銃
口
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
絶

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ー
使
用
料
を
改
定
イ

5
｛
ミ
p
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、

す
よ
う
希
望
い
た
し
ま
す
。

農
閑
期
に
な
り
ま
し
た
ら
保
健
施
設

　
幼
児
時
代

し
つ
け
を
中
心
に
考
λ
た
場
合
子
、

ど
も
の
発
達
段
階
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
味
に
お
い
て
い
ず
れ
の
年
代
も
た

い
せ
つ
で
す
が
、
な
か
で
も
幼
児
期

の
し
つ
け
は
「
人
間
の
基
礎
づ
く
り

の
時
期
と
し
て
」
ま
た
「
家
庭
教
育

が
す
べ
て
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
時
期
と
し
て
」
こ
の
う
え
な
い
重

要
な
時
期
で
す
。

　
こ
の
時
期
の
し
つ
け
の
第
一
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
は
、
個
性
の
全
体
に

わ
た
る
か
た
よ
り
の
な
い
し
つ
け
を

心
が
け
る
こ
と
で
す
。

　
親
の
勝
手
な
好
み
か
ら
、
あ
る
面

だ
け
強
調
さ
れ
、
他
の
面
は
放
置
さ
．

れ
て
い
る
よ
う
な
し
つ
け
は
、
子
ど

脊
の
将
来
を
不
健
全
な
も
の
と
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
全

領
域
の
な
か
で
も
、
特
に
幼
児
時
代

に
重
視
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
、
こ
と
ば
の
し
つ
け

　
な
に
し
ろ
こ
と
ば
の
発
達
は
、
子

ど
も
の
知
能
を
伸
ば
す
た
め
の
重
要

な
道
具
な
の
で
す
。
た
だ
し
個
入
差

が
大
き
く
、
特
に
男
の
子
は
お
く
れ

が
ち
で
す
か
ら
、
』
、
他
の
子
ど
も
と
比

較
し
て
あ
せ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

1子i
lどi
三もi
三の馨

1し三
言つ曇

iけi
…　③　　茎

　
こ
と
ば
は
お
と
な
と
の
生
活
の
中

で
発
達
い
た
し
ま
す
。
話
し
て
や
る

読
ん
で
や
る
な
ど
、
聞
か
せ
る
こ
と

も
た
い
せ
つ
で
す
が
、
よ
り
以
上
に

子ども

の
話
を
聞
い
て
や
る
こ
と
も

た
い
せ
つ
で
す
。

　
本
年
四
月
一
日
、
住
民
の
健
康
と
母
い
使
用
料
で
安
全
な
助
産
を
平
等
に
行
活
動
と
し
て
、
栄
養
、
家
族
計
画
な
ど
年
事
業
と
し
て
、
北
地
区
が
農
村
社
会
境
を
整
備
し
て
、
明
る
い
住
み
よ
い
村

子
の
保
健
指
導
、
な
ら
び
に
低
料
金
に
な
う
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
か
つ
病
院
母
子
の
保
健
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ
の
講
生
浩
環
境
整
備
事
業
地
域
に
指
定
さ
れ
に
す
る
た
め
の
事
業
で
、
村
の
現
況
を

よ
萢
安
全
な
助
産
を
目
的
と
し
て
開
と
違
い
公
的
な
施
設
で
あ
り
ま
す
⑪
で
習
会
を
計
画
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
ま
し
た
の
で
、
こ
の
事
業
の
概
要
を
お
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
し
、
将
来
の

所
い
た
し
ま
し
た
母
ナ
健
康
セ
ン
タ
ー
住
民
の
福
祉
以
外
、
営
利
も
何
も
目
的
の
か
た
が
た
の
む
利
用
を
お
願
い
し
、
　
知
ら
せ
し
、
該
当
地
区
の
か
た
が
た
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
住
民
が
健
康
で
朋

も
、
皆
さ
ん
の
O
理
解
と
ご
協
力
に
よ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
ま
し
て
初
期
の
目
標
を
上
回
り
、
月
　
　
風
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

平
均
八
人
強
の
入
所
者
を
迎
え
、
一
人
母
子
セ
ン
ダ
ー
を
批
判
さ
れ
る
方
も
あ

の
事
故
も
な
く
全
員
じ
ょ
う
ぶ
な
赤
ち
り
、
入
所
を
自
分
の
意
志
や
、
他
人
の

や
ん
が
生
ま
れ
て
退
所
さ
れ
ま
し
た
。
、
考
え
方
で
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
る
方
も
あ

　
半
年
を
経
過
し
た
現
在
、
入
所
な
ど
る
よ
う
で
す
が
、
た
め
ら
わ
ず
に
入
所

っ
て
、
作
業
の
省
力
化
お
よ
び
規
模
の
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
に
、
他
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
自
宅
分
娩
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
の
母
子
セ
ン
タ
ー
と
比
較
し
て
れ
よ
う
と
お
考
え
の
方
に
は
、
清
潔
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村
の
場
合
特
に
低
い
料
金
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
初
予
定
し
た
赤
字
よ
り
多
額
ど
な
り

設
備
費
の
か
さ
む
こ
ど
か
ら
、
労
働
生
に
建
設
し
、
八
千
グ
ラ
ム
ま
で
の
飼
育
ま
た
、
他
町
村
の
入
所
者
が
予
想
以
上

産
性
の
向
上
と
規
模
の
拡
大
を
さ
ま
た
が
で
き
唇
よ
う
準
備
中
で
あ
り
、
招
和
に
多
数
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
十
月
一

げ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
農
業
近
代
四
十
四
年
春
蚕
か
ら
は
、
新
し
い
飼
育
日
よ
り
別
表
の
と
お
り
使
用
料
を
改
定

も
の
で
す
。

こ
と
ば
に
っ
い
て
注
意
し
た
り
、

し
か
っ
た
り
し
て
は
緊
張
感
が
と
も

な
っ
て
失
敗
し
や
す
い
の
で
、
気
楽

に
し
ゃ
べ
る
ふ
ん
い
気
を
つ
く
っ
て

や
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
’

二
、
運
動
機
能

　
歩
き
は
じ
め
て
か
ら
の
子
ど
も
の

運
動
機
能
の
発
達
は
、
非
常
に
目
ざ

ま
し
い
も
の
で
す
。
毎
日
快
い
疲
労

の
な
か
で
眠
り
に
は
い
る
程
度
の
運

動
を
計
画
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

特
に
、
四
、
五
才
の
子
ど
も
は
、

単
に
あ
ば
れ
ま
わ
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
器
用
に
な
る
こ
と
、
技
巧
を

こ
ら
す
こ
と
に
熱
中
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
力
い
っ
ぱ
い
あ
ば
れ
ま
わ
る

機会を

与
え
た
い
。
そ
れ
に
は
屋
内

よ
り
戸
外
で
の
友
だ
ち
遊
び
が
効
果

的
で
す
。
ま
た
手
先
の
器
用
さ
を
の

ば
す
た
め
に
は
、
簡
単
な
道
具
に
な

れ
さ
せ
る
こ
と
も
心
要
で
し
ょ
う
。

』
生
活
環
境
整
備
事
業
、
　
　
牒
鶉
墾
噺
替
舗
諜
㌔
菊
鰍
暑
唾
欝
パ
謬
費
馨
既
凝

　
　
　
　
　
　
北
地
区
が
県
の
指
定
う
け
る
．
希
望
の
あ
る
か
た
は
、
農
協
の
齊
に
麗
の
中
で
行
な
わ
れ
る
教
育
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
役
場
の
産
業
課
、
あ
る
い
は
普
及
と
で
す
コ

昭
和
四
士
宍
四
十
四
年
度
の
ニ
カ
そ
の
字
の
と
お
り
農
村
社
会
の
生
活
環
所
に
む
相
談
く
だ
さ
い
。

　　昭和43年（1％8）10月巧日発行

　　　　　　　　　　　　ゑ
江南村が連続優勝　1
　　　　　　　　　　　　　コー町村対抗の野球一　　　1

今
後
と
も
本
事
業
の
ご
理
解
と
ご
協
力
協
力
し
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
る
い
生
活
を
営
む
魅
力
あ
る
村
と
し
、

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
村
社
会
生
活
環
境
整
備
事
業
と
は

御
正
に
ト
ラ
ク
タ
ー
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
技
術
銀
行
か
ら
事
業
を
受
託

　農作

業
に
機
械
を
使
え
ば
手
間
が
は
る
。
ま
た
そ
こ
に
魅
力
が
あ
る
か
ら
こ

勲

あわ

せ
て
福
祉
向
上
を
は
か
る
た
め
に

』
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
．

　
公
共
の
事
業
と
し
て
、
村
で
は
文
化

施
設
で
あ
る
農
民
セ
ン
タ
ー
を
、
上
押

切
。
御
正
新
田
に
設
置
す
る
計
画
で
す
’

　
そ
の
他
に
個
人
事
業
と
し
て
融
資
事

幽酵／

、1、

讐
魏

．
㎜
家
羅

毎月第3日曜日

明
る
い
施
設
を
安
心
し
て
利
用
さ
れ
ま
ぶ
け
る
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
そ
機
械
を
使
っ
て
み
た
い
な
あ
、
と
い

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
料
・
手
数
料

江
南
村
に
住
ん
で
い
る
人

う
気
持
ち
に
な
る
。

し
か
し
、
世
間
に
は
機
械
化
貧
乏
と

化
に
と
も
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
作
業
所
で
飼
育
さ
れ
た
蚕
が
、
皆
さ
ん
の
む

の
共
同
化
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
　
期
待
に
そ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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本
一
噸
ム
暫
よ
の
一
一
悶
－
辮 い
た
し
ま
し
た
。

　
母
子
セ
ン
タ
ー
本
来
の
使
命
が
、
安

昌
一
＝
＝
彫
言
嘉
甲
・
号
，
，
．
一
昌
昌
7
．
．
．
隔
＝
冒
一
．
．
，
，
鳥
▽
の
ワ
8
9
。
噌
－
一
置
冒
．
』
．
昌
陶
縄
　
一

大
里
郡
体
育
協
会
主
催
の
昭
和
四
十
噸

三
年
度
町
村
対
抗
球
技
大
会
は
、
九
月
　
岬

一
臼
立
正
大
学
に
お
い
て
野
球
、
庭
球
胴

卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
四
種
目
が
行
祠

な
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
㎜

各
町
村
よ
り
ぬ
き
の
選
手
が
繰
り
広
轟

げる

各
競
技
は
、
ま
こ
と
に
み
O
と
な
　
舶

も
の
で
、
熱
戦
に
次
ぐ
熱
戦
に
い
よ
い
画
．

よ
球
趣
を
も
り
あ
げ
ま
し
た
。
　
　
　
　
圃

　
こ
の
大
会
で
、
江
南
村
は
野
球
で
昨
崩

年
に
つ
い
で
二
回
目
の
連
続
優
勝
を
飾
励

り
、
卓
球
壮
年
の
部
蓬
は
小
原
饗
鷹
所
脚

の
針
ケ
谷
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
も
た
。
　
幽

区

分

一
、
入
所
料

二
、
分
べ
ん
料

三
、
介
補
料

四
、
寝
具
料

五
、
洗
濯
料

六、

末熟児

介
補
料

七
、
賄
料

八
、
隠
房
費

基
　
準

　　　　　日件日〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　ウこ　ウこ　をこ

　　　　　つつつ　　　　　きき，、き

金

額

　　　　　　填

女
馨
籏
婦
人
学
級
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ヂ

こ
と
し
の
婦
人
学
級
は
、
学
習
目
標
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
は
十
月
下
旬
の
開
講
式
か
ら
三
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　家庭での

教
育
が
子
ど
も
の
発
達
に

と
っ
て
ど
ん
な
役
割
り
を
果
た
し
、
そ
㎜

れ
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
理
解
し
、

た
だ
し
暖
房
費
は
十
一
月
二
十
日
よ
り
三
月
二
十
ま
で

そ
の
他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
（
右
料
金
の
ほ
か
に
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

A
香
港
型

　
　
　
　
予
防
と
対
策

恐
れ
ら
れ
て
い
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

勉
強
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
村
で
は
㎜
予
防
法

。
こ
と
し
も
南
小
学
校
と
北
幼
稚
園
に
、

家
庭
教
育
学
級
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
南
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
が
望
ま
し
㎜

　
い
発
達
を
す
る
た
め
の
学
校
と
塚
庭
の
㎜

あ
り
方
の
研
究
と
題
し
て
、
単
習
い
た
㎜
2

し
ま
す
。

　
北
幼
稚
園
学
級
は
、
来
年
幼
稚
園
に
㎜

入
園
す
る
園
児
の
両
親
を
対
象
に
、
し
㎜

・
つ
け
の
間
題
な
ど
を
学
習
い
た
し
ま
す
㎜

い
う
こ
と
ば
が
あ
る
よ
う
に
、
機
械
化
を
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
を
送
る
た
め
の

す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
経
済
的
に
良
い
生
活
設
計
に
関
す
る
学
習
と
定
め
、
小
月
下
旬
の
閉
講
式
ま
で
、
十
一
回
四
十

結
果
を
も
た
ら
す
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ー
原
婦
人
会
を
対
象
に
江
南
南
小
学
校
に
六
時
間
の
学
習
を
行
な
い
ま
す
か
ら
、

喪爽

顯
難

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

大
型
機
翼
同
利
霜
織

と
し
て
、
御
正
ト
ラ
ク
タ

ー
組
合
が
設
立
さ
れ
、
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ン
バ

イ
ン
か
購
入
し
ま
し
た
。

御正

媛
捜
術
銀
行
か

ら
の
受
託
事
業
廼
あ
φ
、

お
も
に
耕
起
ロ
L
窮
り
ー

を
爽
施
し
ま
す
。

，
欝
蓉
れ
る
方
は
御
正

農
協
へ
O
相
談
く
だ
さ
い

一
蘂
離
で
爺

【
　
董
は
、
購
入
レ
定

大
型
下
顧
『
多
タ
ー
】

お
米
の
価
格
ら

　
　
　
　
か
わ
る

▲
お
米
は
登
録
店
で

お
お
ぜ
い
の
方
の
参
加
を
お
願
い
い
た
　
　
米
屋
さ
ん
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け
㎜

し
ま
す
。
．
　
　
　
　
　
　
　
甲
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
登
録
を
受
け
㎜

審
は
、
醤
や
ス
ラ
養
警
を
た
米
讐
ん
は
、
鍍
上
蚕
層
㎜
く
に
親
が
子
毯
に
う
建
と
い
う

ふ
ん
だ
ん
に
と
り
入
れ
て
、
だ
れ
も
が
の
も
と
書
業
客
な
っ
て
い
ま
す
㎜
例
葬
庭
詣
よ
う
で
す
・
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
者
は
こ
の
登
録
店
に
登
録
し
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
カ
ゼ
を
防
ぐ
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
患
者
が
ビ
ー
ル
ス
を
ま
き
散
ら
ざ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
は
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。

㎜
ン
ザ
香
港
カ
ゼ
（
正
式
に
は
イ
ン
フ
ル

㎜
エ
ン
ザ
A
香
港
型
）
が
、
と
う
と
う
日

㎜
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

㎜
　
市
民
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
イ
ン

㎜
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま

㎜
す
。
そ
の
香
港
と
日
本
の
間
は
、
毎
日
聾

㎜
二
百
人
か
ら
三
百
人
の
人
が
飛
行
機
で

㎜
往
来
し
て
お
り
、
新
型
ビ
ー
ル
ス
が
日

㎜
本
に
上
陸
し
大
流
行
す
る
心
配
が
あ
る

㎜
わ
け
で
す
。

㎜
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
ま
ま
で
流
行
し

㎜
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ビ
ー
ル
ス
と
は
違

㎜
っ
た
新
し
い
型
で
す
か
ら
、
だ
れ
も
が

㎜
免
疫
を
も
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

㎜
　
今
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
A
香
港
型

㎜
の
症
状
は
、
三
十
九
度
か
ら
四
十
度
の

㎜
高
熱
が
三
日
間
続
き
、
こ
れ
に
頭
痛
、

㎜
下
痢
、
お
か
ん
な
ど
が
と
も
な
い
ま
す

ー
こ
の
あ
と
熱
も
下
り
、
回
復
ま
で
に
一

㎜
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

㎜
1
、
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
と
る
こ
と

㎜
　
栄
養
を
十
分
と
る
こ
と
は
、
か
ら
だ

，
　
全
体
に
防
御
力
か
う
け
る
こ
と
に
つ

ー
　
な
が
り
ま
す
。

，
　
、
疲
労
を
防
ぐ
こ
と

㎜
　
イ
、
十
二
時
前
に
は
必
ず
ね
る

ー
　
ロ
、
八
時
間
は
床
に
つ
い
て
い
る
よ

、
　
　
う
に
心
が
け
る

　
　
ハ
、
食
事
を
お
わ
っ
て
か
ら
就
寝
す

㎜
　
　
る
ま
で
二
時
闇
以
上
と
る

㎜
　
二
、
コ
τ
ヒ
ー
や
お
茶
は
ね
る
前
に

㎜
　
■
の
ま
な
い

㎜
　
ホ
、
よ
い
寝
具
を
便
う

㎜
3
、
ウ
ガ
イ
を
す
る
こ
と

㎜
4
、
温
度
の
変
化
に
気
を
つ
け
る

㎜
　
か
か
っ
た
ら
阜
期
冶
療
を
、
ま
た
人

㎜
に
う
つ
さ
な
い
努
力
も
必
要
で
す
。
と

親
し
め
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
内

容
も
食
生
活
の
改
善
、
盛
い
消
費
者
に
お
米
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

な
る
た
め
、
生
花
講
習
、
施
設
見
学
な
▲
価
格
に
つ
い
て
ご
注
意
を

ど
楽
し
い
学
級
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
　
　
十
月
一
日
か
ら
お
米
の
価
格
が
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

　
凍
部
省
委
嘱
　
　
　
　
，
　
登
録
を
受
け
た
米
屋
さ
ん
に
は
、
次
婁

　
家
庭
教
育
学
級
　
の
霧
以
上
の
お
米
は
な
い
箏
芋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
キ
ロ
当
た
り

　
「
家
庭
教
育
」
と
い
え
ば
学
校
で
の
　
　
，
内
地
米
　
　
　
一
、
五
一
〇
円

勉
強
の
予
習
、
・
復
習
を
行
な
う
こ
と
だ
　
　
　
徳
用
上
米
』
　
一
、
二
五
〇
円

と
簡
単
に
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
実
　
　
　
徳
用
米
　
　
　
一
、
Ω
一
五
円

　
　
だ
い
こ
ん
葉
の

　
　
　
　
　
　
　
利
用
を

　
だ
い
こ
ん
の
葉
は
、
ビ
タ
ミ
ン
A
、

㎜
B
、
C
の
ほ
か
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
を

㎜
含
ん
で
い
る
優
秀
な
食
品
で
す
。
少
し

㎜
手
を
か
け
て
食
膳
に
の
せ
ま
し
ょ
う
。

く

、
、
・
．
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